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(57)【要約】
識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用
された送信パラメータに基づいてチャネルアクセスまた
は送信パラメータを動的に適応させるためのシステムお
よび方法が開示される。ある態様では、ワイヤレスネッ
トワークを通した通信のための電子デバイスが開示され
る。電子デバイスは、複数のルールのうちの１つのルー
ルを識別するメッセージを生成するように構成されたプ
ロセッサを備える。複数のルールの各々は、識別された
チャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータ
の値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複
数のルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特
定のサービス品質および特定の優先度を定める。電子デ
バイスは、メッセージを局に送信するように構成された
トランシーバをさらに備える。
【選択図】　図１Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークを通した通信のための電子デバイスであって、
　複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを生成するように構成された
プロセッサ、ここで、前記複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメー
タに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義し、前記複数のルー
ルの各々は、前記電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度
を定める、と、
　前記メッセージを局に送信するように構成されたトランシーバと
　を備える電子デバイス。
【請求項２】
　前記１つのルールは、前記局から送信されるデータの各パケットに適用される、請求項
１に記載の電子デバイス。
【請求項３】
　前記１つのルールは、単一の送信機会内に前記局から送信されるデータのすべてのパケ
ットに適用される、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項４】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記１つのルールは、前記送信機会の値を、前記電子デバイスと通信状態にある少なく
とも２つの局に対して同じ値となるように適応させるためのプロセスを定義する、
　請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項５】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、前記局から前記電子デバイスへのデー
タの送信のレートであり、
　前記１つのルールは、前記局から前記電子デバイスへの前記データの送信のレートに基
づいて、前記送信機会の値を適応させるためのプロセスを定義する、
　請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項６】
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、送信機会リミットであり、
　前記１つのルールは、前記送信機会リミットの凸関数として、通信パラメータの値を適
応させるためのプロセスを定義する、
　請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項７】
　前記トランシーバは、ビーコンフレームで前記メッセージを前記局に送信するように構
成される、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項８】
　前記トランシーバは、アソシエーション応答フレームで前記メッセージを前記局に送信
するように構成される、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項９】
　前記トランシーバは、時間インターバルの終了後に、前記メッセージを前記局に送信す
るように構成される、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項１０】
　前記通信パラメータは、最小コンテンションウィンドウ、最大コンテンションウィンド
ウ、フレーム間スペース、およびクリアチャネルアセスメント閾値レベルを含むグループ
から選択されるチャネルアクセスパラメータである、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項１１】
　前記通信パラメータは、伝送電力および再送リミットを含むグループから選択される送
信パラメータである、請求項１に記載の電子デバイス。
【請求項１２】
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　ワイヤレスネットワークを通した通信のための局であって、
　複数のルールのうち１つのルールを識別するメッセージを電子デバイスから受信するよ
うに構成されたトランシーバ、ここで、前記複数のルールの各々は、識別されたチャネル
アクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義し
、前記複数のルールの各々は、前記電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品質お
よび特定の優先度を定める、と、
　識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるよ
うに前記１つのルールによって構成されたプロセッサと、
　を備え、
　前記トランシーバは、前記適応された前記通信パラメータの値を使用してデータのパケ
ットを前記電子デバイスに送信するように構成される、局。
【請求項１３】
　前記１つのルールは、前記局から送信されるデータの各パケットに適用される、請求項
１２に記載の局。
【請求項１４】
　前記１つのルールは、単一の送信機会内に前記局から送信されるデータのすべてのパケ
ットに適用される、請求項１２に記載の局。
【請求項１５】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、前記トランシーバによるデータのパケ
ットの送信のレートであり、
　前記１つのルールは、前記局から前記電子デバイスへの前記データの送信のレートに基
づいて、前記送信機会の値を適応させるためのプロセスを定義する、
　請求項１２に記載の局。
【請求項１６】
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、送信機会リミットであり、
　前記１つのルールは、前記送信機会リミットの凸関数として、通信パラメータの値を適
応させるためのプロセスを定義する、
　請求項１２に記載の局。
【請求項１７】
　前記メッセージは、ビーコンフレームを備える、請求項１２に記載の局。
【請求項１８】
　前記メッセージは、アソシエーション応答フレームを備える、請求項１２に記載の局。
【請求項１９】
　前記トランシーバは、時間インターバルの終了後に、データのパケットを送信するよう
に構成される、請求項１２に記載の局。
【請求項２０】
　前記通信パラメータは、最小コンテンションウィンドウ、最大コンテンションウィンド
ウ、フレーム間スペース、およびクリアチャネルアセスメント閾値レベルを含むグループ
から選択されるチャネルアクセスパラメータである、請求項１２に記載の局。
【請求項２１】
　前記通信パラメータは、伝送電力および再送リミットを含むグループから選択される送
信パラメータである、請求項１２に記載の局。
【請求項２２】
　ワイヤレスネットワークを通した通信のための方法であって、
　複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを生成すること、ここで、前
記複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメ
ータの値を適応させるためのプロセスを定義し、前記複数のルールの各々は、局からの通
信に関する特定の優先度および特定のサービス品質を定める、と、
　前記メッセージを前記局に送信することと
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　を備える方法。
【請求項２３】
　前記１つのルールは、前記局から送信されるデータの各パケットに適用される、請求項
２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記１つのルールは、単一の送信機会内に前記局から送信されるデータのすべてのパケ
ットに適用される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記１つのルールは、少なくとも２つの局に対して同じ値となるように前記送信機会の
値を適応させるためのプロセスを定義する、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項２６】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、前記局からのデータの送信のレートで
あり、
　前記１つのルールは、前記局からの前記データの送信のレートに基づいて、前記送信機
会の値を適応させるためのプロセスを定義する、
　請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　ワイヤレスネットワークを通した通信のための方法であって、
　複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを電子デバイスから受信する
こと、ここで、前記複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメータに基
づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義し、前記複数のルールの各
々は、前記電子デバイスとの通信に関する特定の優先度および特定のサービス品質を定め
る、と、
　前記１つのルールにしたがって、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通
信パラメータの値を適応させることと、
　前記適応された前記通信パラメータの値を使用してデータのパケットを前記電子デバイ
スに送信することと
　を備える方法。
【請求項２８】
　前記１つのルールは、前記電子デバイスに送信されるデータの各パケットに適用される
、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記１つのルールは、単一の送信機会内に前記電子デバイスに送信されるデータのすべ
てのパケットに適用される、請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記通信パラメータは、送信機会であり、
　前記識別されたチャネルアクセスパラメータは、データの前記パケットの前記送信のレ
ートである、請求項２７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本願は一般にワイヤレス通信に関し、より具体的には、識別されたチャネルア
クセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいてチャネルアクセスまた
は送信パラメータを動的に適応させるためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　多くのテレコミュニケーションシステムでは、通信ネットワークが、いくつか
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のインタラクトする空間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用
される。ネットワークは、地理的範囲にしたがって分類され得、それは、例えば、メトロ
ポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る。このようなネッ
トワークはそれぞれ、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク
（ＭＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワ
ーク（ＰＡＮ）に指定されるだろう。ネットワークはまた、様々なネットワークノードお
よびデバイスを相互接続するために使用されるスイッチング／ルーティング技法（例えば
、回線交換対パケット交換）、送信に用いられる物理媒体のタイプ（例えば、ワイヤード
対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（例えば、インターネットプ
ロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）
、等）によって異なる。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、それにより
動的な接続性のニーズがあるときか、またはネットワークアーキテクチャが、固定という
よりはむしろアドホックなトポロジで形成される場合に好まれることが多い。ワイヤレス
ネットワークは、電波、マイクロ波、赤外線、光、等の周波数帯域において電磁波を使用
する無誘導伝搬モード（unguided propagation mode）で無形物理媒体を用いる。ワイヤ
レスネットワークは、固定のワイヤードネットワークと比べて有利にユーザモビリティお
よび高速な現場配置を容易にする。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレスネットワーク内のデバイスは、互いに情報を送信／受信し得る。情
報は、パケットを備え得、これは、いくつかの態様では、データユニットと呼ばれ得る。
パケットには、ネットワークを通じてパケットをルーティングすること、パケット内のデ
ータを識別すること、パケットを処理すること等に役立つオーバーヘッド情報（例えば、
ヘッダ情報、パケット特性、等）に加え、例えば、パケットのペイロードで搬送されるよ
うな、ユーザデータ、マルチメディアコンテンツ、等のデータが含まれ得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　添付の特許請求の範囲内でのシステム、方法、およびデバイスの様々な実装は
各々がいくつかの態様を有するが、これらのうちのどれ１つとして、本明細書で説明され
る望ましい属性を単独で担うものではない。添付の特許請求の範囲を制限することなく、
いくつかの顕著な特徴が本明細書で説明される。この説明を考慮すれば、そして特に、「
発明を実施するための形態」と題するセクションを読めば、当業者は、様々な実装の特徴
が、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいたチャネルアクセスまたは送信パラ
メータの動的な適応をどのようにして可能にするかを理解するだろう。
【０００６】
　[0006]　識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータ
に基づいてチャネルアクセスおよび送信パラメータを動的に適応させるためのシステムお
よび方法が開示される。ある態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための電
子デバイスが開示される。電子デバイスは、複数のルールのうちの１つのルールを識別す
るメッセージを生成するように構成されたプロセッサを備える。複数のルールの各々は、
識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるため
のプロセスを定義する。また、複数のルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特
定のサービス品質および特定の優先度を定める（provide）。電子デバイスは、メッセー
ジを局に送信するように構成されたトランシーバをさらに備える。
【０００７】
　[0007]　別の態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための局が開示される
。局は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを電子デバイスから受
信するように構成されたトランシーバを備える。複数のルールの各々は、識別されたチャ
ネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定
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義する。また、複数のルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品
質および特定の優先度を定める。局は、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づい
て通信パラメータの値を適応させるように１つのルールによって構成されたプロセッサを
さらに備える。トランシーバは、適応された通信パラメータの値を使用して、データのパ
ケットを電子デバイスに送信するようにさらに構成される。
【０００８】
　[0008]　別の態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための方法が開示され
る。方法は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを生成することを
備える。複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通信
パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複数のルールの各々は、
局からの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度を定める。方法は、メッセ
ージを局に送信することをさらに備える。
【０００９】
　[0009]　別の態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための方法が開示され
る。方法は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを電子デバイスか
ら受信することを備える。複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメー
タに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複数の
ルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度
を定める。方法は、１つのルールにしたがって、識別されたチャネルアクセスパラメータ
に基づいて通信パラメータの値を適応させることをさらに備える。方法は、適応された通
信パラメータの値を使用して、データのパケットを電子デバイスに送信することをさらに
備える。
【００１０】
　[0010]　別の態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための電子デバイスが
開示される。電子デバイスは、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージ
を生成するための手段を含む。複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラ
メータに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複
数のルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品質および特定の優
先度を定める。電子デバイスは、メッセージを局に送信するための手段をさらに含む。
【００１１】
　[0011]　別の態様では、ワイヤレスネットワークを通した通信のための局が開示される
。局は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージを電子デバイスから受
信するための手段を含む。複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメー
タに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複数の
ルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度
を定める。局は、１つのルールにしたがって、識別されたチャネルアクセスパラメータに
基づいて通信パラメータの値を適応させるための手段をさらに含む。局は、適応された通
信パラメータの値を使用して、データのパケットを電子デバイスに送信するための手段を
さらに含む。
【００１２】
　[0012]　別の態様では、実行されたときに、ワイヤレス通信の方法を行うことを少なく
とも１つの物理的なコンピュータプロセッサに行わせる命令を記憶した非一時的コンピュ
ータ可読媒体が提供される。方法は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッ
セージを生成することを備える。複数のルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパ
ラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを定義する。また、
複数のルールの各々は、局からの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度を
定める。方法は、メッセージを局に送信することをさらに備える。
【００１３】
　[0013]　別の態様では、実行されたときに、ワイヤレス通信の方法を行うことを少なく
とも１つの物理的なコンピュータプロセッサに行わせる命令を記憶した非一時的コンピュ
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ータ可読媒体が提供される。方法は、複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッ
セージを電子デバイスから受信することを備える。複数のルールの各々は、識別されたチ
ャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させるためのプロセスを
定義する。また、複数のルールの各々は、電子デバイスとの通信に関する特定のサービス
品質および特定の優先度を定める。方法は、１つのルールにしたがって、識別されたチャ
ネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータの値を適応させることをさらに備える
。方法は、適応された通信パラメータの値を使用して、データのパケットを電子デバイス
に送信することをさらに備える。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１Ａ】図１Ａは、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システムの例を例示す
る。
【図１Ｂ】図１Ｂは、ある実施形態に係る、図１Ａの様々な構成要素を例示するブロック
図である。
【図２Ａ】図２Ａは、ある実施形態に係る、図１Ｂに例示されたＡＰにおいて利用され得
る様々な追加の構成要素を例示する。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ある実施形態に係る、図１Ｂに例示されたＳＴＡにおいて利用され
得る様々な追加の構成要素を例示する。
【図３】図３は、ある実施形態に係る、１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パ
ラメータを適応させるためのルールを有するメッセージを送信するためのプロセスを例示
するフローチャートである。
【図４】図４は、ある実施形態に係る、１つまたは複数の適応されたチャネルアクセスま
たは送信パラメータを使用してデータを送信するためのプロセスを例示するフローチャー
トである。
【図５Ａ】図５Ａは、ある実施形態に係る、チャネルアクセスパラメータを優先度値に関
連付けるために使用されるデータ構造を例示する。
【図５Ｂ】図５Ｂは、ある実施形態に係る、優先度値を適応セッティングに関連付けるた
めに使用されるデータ構造を例示する。
【図６】図６は、ある実施形態に係る、サービス品質ターゲットに基づいて、適応された
チャネルアクセスまたは送信パラメータでデータを送信するためのプロセスを例示するフ
ローチャートである。
【図７】図７は、ある実施形態に係る、図１Ａのワイヤレス通信システム内のアクセスポ
イントと局との間での通信のプロセスを例示するタイミング図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　[0024]　新規なシステム、装置、および方法の様々な態様が、添付の図面を参照して以
下でより十分に説明される。しかしながら、本開示の教示は、多くの異なる形式で具現化
され得、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定されると解
釈されるべきではない。むしろ、本開示を十分かつ完全とするために、そして、当業者に
本開示の範囲を十分に伝えるために、これら態様が提供される。本明細書の教示に基づき
、当業者は、本開示の範囲が、本発明の任意の他の態様と組み合わされて実装されようと
、それらとは独立して実装されようと、本明細書で開示される新規なシステム、装置、お
よび方法の任意の態様をカバーするように意図されていることを認識すべきである。例え
ば、本明細書に示される任意の数の態様を使用して、装置が実装され得るか、または方法
が実施され得る。加えて、本発明の範囲は、本明細書に示される本発明の様々な態様に加
えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または構造と機能を使用して実施されるこの
ような装置または方法をカバーするように意図される。本明細書で開示される任意の態様
が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることは理解されるべきである
。
【００１６】
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　[0025]　特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換
は、本開示の範囲内である。好ましい態様のいくつかの利益および利点について述べられ
るが、本開示の範囲は、特定の利益、用途、または目的に限定されるようには意図されな
い。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、お
よび送信プロトコルに広く適用可能であるように意図されており、それらのうちのいくつ
かは、図でおよび好ましい態様についての以下の説明で、例として例示される。詳細な説
明および図面は、限定というよりもむしろ本開示の単なる例示であり、本開示の範囲は、
添付の特許請求の範囲とそれらの同等物とによって定義されている。
【００１７】
　[0026]　ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロ
トコルを用いる近くのデバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明される様々な態様は、ＷｉＦｉのような任意の通信規格、またはより一般には、ＩＥＥ
Ｅ８０２.１１ワイヤレスプロトコルファミリの任意のメンバに適用され得る。例えば、
本明細書で説明される様々な態様は、サブ１ＧＨｚ帯域を使用する、ＩＥＥＥ８０２.１
１ａｈプロトコルの一部として使用され得る。
【００１８】
　[0027]　ワイヤレスネットワークでは、チャネルアクセスパラメータは、ワイヤレスネ
ットワークを介して通信するデバイスによる伝送媒体（例えば、ワイヤレスネットワーク
）へのアクセスを制御するように定義され得る。伝送媒体はまた、送信チャネルとも称さ
れ得る。チャネルアクセスパラメータの例には、最小コンテンションウィンドウ（ＣＷｍ
ｉｎ）、最大コンテンションウィンドウ（ＣＷｍａｘ）、送信機会（ＴＸＯＰ）、送信機
会リミット（ＴＸＯＰ ｌｉｍｉｔ）、およびフレーム間スペース（ＡＩＦＳ）が含まれ
得る（がそれらに限定されない）。チャネルアクセスパラメータのさらなる例には、８０
２.１１ｅ業界規格において拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）パラメータの一部と
して説明されたパラメータが含まれ得る（がそれらに限定されない）。同様に、送信パラ
メータは、アクセスが許可された時点でどのようにしてデータが伝送媒体または送信チャ
ネル上で送られるかを指示するようにも定義され得る。送信パラメータの例には、クリア
チャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）閾値レベル、伝送レート（
ＰＨＹレートまたはＭＡＣレート（ＰＨＹレートからオーバーヘッドを差し引いたもの）
として定義されるような）、バイトの数、パケットの数、各パケットのサイズ、各パケッ
トのタイプ、伝送電力、および再送リミットが含まれ得る（がそれらに限定されない）。
ある特定の実施形態では、チャネルアクセスパラメータおよび送信パラメータの両方は、
総称して、通信パラメータと呼ばれ得る。特定の実施形態では、チャネルアクセスパラメ
ータおよび／または送信パラメータ（適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータ
および識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータを含
む）は、調整可能であり、任意に設定され得る。
【００１９】
　[0028]　いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域におけるワイヤレス信号は、直交周
波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、ダイレクトシーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ）通信、
ＯＦＤＭおよびＤＳＳＳ通信の組み合わせ、または他のスキームを使用して８０２.１１
プロトコルにしたがって送信され得る。８０２.１１プロトコルの実装は、センサ、メー
タリング、およびスマートグリッドネットワークに使用され得る。有利なことに、８０２
.１１ａｈプロトコルを実装するある特定のデバイスの態様は、他のワイヤレスプロトコ
ルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、および／または、例えば、約１キロ
メートル以上の比較的長い距離にわたってワイヤレス信号を送信するために使用され得る
。
【００２０】
　[0029]　いくつかの実装では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする構
成要素である様々なデバイスを含む。例えば、アクセスポイント（「ＡＰ」）およびクラ
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イアント（局、または「ＳＴＡ」とも称される）という２つのタイプのデバイスが存在し
得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として機能し、ＳＴＡは、Ｗ
ＬＡＮのユーザとして機能する。例えば、ＳＴＡは、ラップトップコンピュータ、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話、等であり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネット
へのまたは他の広域ネットワークへの一般の接続性を取得するために、ＷｉＦｉ（例えば
、８０２.１１ａｈのようなＩＥＥＥ８０２.１１プロトコル）に準拠したワイヤレスリン
クを介してＡＰに接続する。いくつかの実装では、ＳＴＡは、ＡＰとしても使用され得る
。
【００２１】
　[0030]　アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロ
ーラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ基
地局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ
、無線トランシーバ、または何らかの他の用語を備え得るか、それとして実装され得るか
、それらとして知られ得る。
【００２２】
　[0031]　局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、モバイル局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデ
バイス、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備え得るか、それとして実装され得るか
、それらとして知られ得る。いくつかの実装では、アクセス端末は、セルラ電話、コード
レス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワイヤレスローカルループ（
「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘル
ドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを備
え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、セ
ルラ電話またはスマートフォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル
通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティングデバイス（例えば、携帯情
報端末）、エンターテインメントデバイス（例えば、ミュージックまたはビデオデバイス
、あるいは衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、全地球測位システムデバイス
、またはワイヤレスチャネルを介して通信するように構成された任意の他の適切なデバイ
スに組み込まれ得る。
【００２３】
　[0032]　上述したように、本明細書で説明されるデバイスのうちある特定のものは、例
えば、８０２.１１ａｈ規格を実装し得る。このようなデバイスは、ＳＴＡとして使用さ
れようとＡＰとして使用されようと他のデバイスとして使用されようと、スマートメータ
リングに対してまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。このような
デバイスは、センサアプリケーションを提供し得るか、またはホームオートメーション（
home automation）で使用され得る。これらデバイスは、代わりにまたは加えて、例えば
、パーソナルヘルスケアのために、ヘルスケアコンテキストにおいて使用され得る。これ
らはまた、拡張された範囲のインターネット接続性を可能にする（例えば、ホットスポッ
トで使用するために）か、またはマシン・ツー・マシン通信を実装するために、監視（su
rveillance）に使用され得る。
【００２４】
　[0033]　ＳＴＡおよびＡＰのようなワイヤレスノードは、８０２.１１ａｈ規格に従っ
たネットワークのような、キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）タイプのネットワーク
においてインタラクトし得る。ＣＳＭＡは、確率的な（probabilistic）媒体アクセス制
御（ＭＡＣ）プロトコルである。「キャリア検知」は、チャネル上で送信しようと試みる
ノードが、それ自体の送信を送ろうとする前に、キャリアを検出するためにそれの受信機
からのフィードバックを使用し得る、という事実を説明する。「多重アクセス」は、複数
のノードが共有チャネル上で送受信し得る、という事実を説明する。したがって、ＣＳＭ
Ａタイプのネットワークでは、送信するノードがチャネルを検知し、そのチャネルがビジ
ー（busy）である（すなわち、別のノードがそのチャネル上で送信している）場合には、
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送信するノードはそれの送信を後に延期するだろう。しかしながら、チャネルがフリー（
free）であることが検知された場合、送信するノードは、そのチャネル上でそれのデータ
を送信し得る。
【００２５】
　[0034]　チャネルの状態を、ノードがその上で送信しようと試みる前に、決定するため
に、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が使用される。ＣＣＡプロシージャは、ノー
ドの受信機がオンにされ、かつノードがパケットのようなデータユニットを現在送信中で
ない間に実行される。ノードは、チャネルがクリアであるかどうかを、例えば、パケット
のＰＨＹプリアンブルを検出することでパケットの開始を検出することによって検知し得
る。この方法は、比較的より弱い信号を検出し得る。したがって、この方法では、検出閾
値は低い。代替の方法は、無線経由で（on the air）何らかのエネルギを検出することで
あり、これは、エネルギ検出（ＥＤ）と呼ばれ得る。この方法は、パケットの開始を検出
することよりも比較的より困難であり、比較的より強い信号のみを検出し得る。したがっ
て、この方法では、検出閾値はより高い。一般に、チャネル上での別の送信の検出は、送
信の受信電力の関数（function）であり、ここでは、受信電力は、伝送電力から経路損失
を差し引いたものである。
【００２６】
　[0035]　特定の実施形態では、ＡＰは、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは
以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信
パラメータを、ワイヤレスに接続されたＳＴＡに適応させるためのルールを通信し得る。
その後、ＳＴＡは、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パ
ラメータに対するＳＴＡの値に基づいて適応された１つまたは複数の適応されたチャネル
アクセスまたは送信パラメータでデータを送信することができる。重要な実施形態では、
識別されたチャネルアクセスパラメータは、現在の、将来の、または過去のチャネルアク
セスに使用されるチャネルアクセスパラメータであり得るが、識別された以前使用された
送信パラメータは、以前の送信に使用された送信パラメータであり得る。
【００２７】
　[0036]　選択実施形態では、識別された以前使用された送信パラメータは、単一のパケ
ットにおいて使用される送信パラメータか、あるいは、以前送信された多数のパケットに
わたる平均最大値または最小値を含み得る。例示的な実施形態では、識別された以前使用
された送信パラメータは、ＰＨＹまたはＭＡＣレートを含み得、それの変形は、１つまた
は複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるための対応する変形に関し
得、それは、単一の以前送信されたパケットまたは多数の以前送信されたパケット（多数
の以前送信されたパケットにわたる平均値、最大値または最小値等であるがそれらに限定
されない）に基づいた、より低いまたはより高いＰＨＹまたはＭＡＣレートに対する異な
る適応、等であるがそれらに限定されない。さらなる例示的な実施形態では、識別された
以前使用された送信パラメータは、単一の以前送信されたパケットまたは多数の以前送信
されたパケット（多数の以前送信されたパケットにわたる平均値、最大値または最小値、
等であるがそれらに限定されない）に基づいてＴＸＯＰを含み得る。さらに例示的な実施
形態では、識別された以前使用された送信パラメータは、単一の以前送信されたパケット
または多数の以前送信されたパケット（多数の以前送信されたパケットにわたる平均値、
最大値または最小値等であるがそれらに限定されない）に基づいて、送信されたパケット
（物理層サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）、ＭＡＣプロトコルデータユニット（ＭＰ
ＤＵ）、またはＭＡＣサービスデータユニット（ＭＳＤＵ）、等であるがそれらに限定さ
れない）のサイズを含み得る。
【００２８】
　[0037]　ある特定の実施形態では、チャネルアクセスまたは送信パラメータが、識別さ
れたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいてどのよ
うにして適応されるかを説明するために、プロキシとして優先度が使用され得る。異なる
優先度（異なる優先度値または異なる優先度レベルによって表されるような）は、識別さ
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れたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて、チャ
ネルアクセスまたは送信パラメータのための異なる適応に関連付けられ得る。それによっ
て、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータにおけ
る変化は、優先度値における対応する変化をケースし得、これは、適応されたチャネルア
クセスまたは送信パラメータにおける対応する変化をルールにしたがって引き起こし得る
。それによって、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラ
メータと、適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータとの関係（relationship）
が、優先度値を使用することによって、間接的に（直接的とは対照的に）マッピングされ
得る。ある特定の実施形態では、優先度値における増加（識別されたチャネルアクセスパ
ラメータまたは以前使用された送信パラメータにおける変化（増加、等であるがそれに限
定されない）によって引き起こされる）は、チャネルにより高い確率でアクセスすること
に帰着する適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータ（より低いＣＷｍｉｎまた
はＣＷｍａｘ、より高いＣＣＡ閾値レベル、より高い再送リミット、より短いＡＩＦＳ等
であるがそれらに限定されない）の適応にマッピングすることができる。特定の実施形態
では、優先度値における減少（識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用さ
れた送信パラメータにおける変化（減少、等であるがそれに限定されない）によって引き
起こされる）は、チャネルにより低い確率でアクセスすることに帰着する適応したチャネ
ルアクセスまたは送信パラメータ（より高いＣＷｍｉｎまたはＣＷｍａｘ、より低いＣＣ
Ａ閾値レベル、より低い再送リミット、より長いＡＩＦＳ等であるがそれらに限定されな
い）の適応にマッピングすることができる。優先度値は、データを送信する際に使用され
るチャネルアクセスまたは送信パラメータの特定の適応に関し得る。さらなる実施形態で
は、チャネルアクセスまたは送信パラメータは、優先度値の決定なしに、識別されたチャ
ネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて直接的に適応さ
れ得る。
【００２９】
　[0038]　ある特定の実施形態では、チャネルアクセスまたは送信パラメータは、特定の
サービス品質（ＱｏＳ）ターゲットを達成するために、識別されたチャネルアクセスパラ
メータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて動的に適応され得る。これらＱｏ
Ｓターゲットの例は、（これらに限定されるものではないが）、(これに限定されないが
、例えば、各ＳＴＡに同じ優先度値で、またはアクセス当たり同じ時間で各ＳＴＡに送信
させることにより)すべてのＳＴＡからのデータの送信に対して同じ時間を設定すること
と、すべてのＳＴＡに対して同じサービス程度を設定することと、基本サービスセット（
ＢＳＳ）を介してスループットの合計を最大化することによって総スループットを最大化
することと、（これに限定されないが、例えば、公平なスループットを達成すること（Ｔ
ＸＯＰを延長し、ＣＷを短縮し、ＡＩＦＳＮを短縮し、あるいは、より長い現在のキュー
長またはある時間期間にわたって従前に使用されたキュー長の平均により測定されたより
長い過去のキュー長に基づいてより高い優先度値を割り当てることによって、公平なスル
ープットを達成すること、、あるいは、（これに限定されないが例えば、パケットのレイ
テンシを最小化すること（「有効時間」／満了ウィンドウより古い／近い、現在、将来、
または従前に使用されたパケットに関して、より高い優先度値を割り当てることにより）
）パケットのレイテンシを最小化することとを含むことができる。
【００３０】
　[0039]　ある特定の実施形態では、チャネルアクセスに関するコンテンションおよびオ
ーバーヘッドを最小化することにより効率を最大化するためのＱｏＳターゲットの例は、
（これらに限定されないが、より短いＴＸＯＰ期間／制限に関するより短いＣＷminを式
（１）－（４）に与える労力のように）送信されるパケットに関するＴＸＯＰ制限または
計画された実際のＴＸＯＰ持続時間の凸関数として優先度値を計算することと、：
　優先度値＝Ｃ１＊ｌｏｇ２（ＴＸＯＰリミット）＋Ｃ２　　　　　　式（１）
　優先度値＝Ｃ１＊ｓｑｒｔ（ＴＸＯＰリミット）＋Ｃ２　　　　　　式（２）
　優先度値＝Ｃ１＊ｌｏｇ２（計画されたＴＸＯＰ持続時間）＋Ｃ２　　　　　　式（３
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）
　優先度値＝Ｃ１＊ｓｑｒｔ（計画されたＴＸＯＰ持続時間）＋Ｃ２　　　　　　式（４
）
ここで、Ｃ１およびＣ２は、定数である）、（これに限定されないが、例えば、現在、将
来または過去の使用に関して長時間のＴＸＯＰｓに関するより長い優先度値を割り当てる
ことにより）長時間のＴＸＯＰｓに対してより高い優先度値を割り当てることにより、長
時間のＴＸＯＰｓを支持すること、（たとえば、これに限定されないが、キューパケット
(複数の場合もある)の従前のヘッド(head)により経験される減少した再送信数の関数とし
て優先度値を設定することにより）再送信されるパケットまたは過去の平均再送信数に関
してより低い優先度値を設定することと、バイト数がより大きなサイズであるパケットに
対してより高い優先度値を設定することと（これに限定されるものではないが、この場合
、たとえば、パケットサイズはキューパケットのヘッド、最後に送信されたパケットまた
は従前に送信されたパケットのうちのあるセットに言及することができる）、（これに限
定されないが、例えば、パケットのサイズがより小さい場合に）より大きい数のパケット
をアグリゲートするＡ－ＭＰＤＵまたはＡ－ＭＳＤＵに対してより高い優先度値を設定す
ることと、または、現在、将来、または過去の使用におけるパケットに対して低い送信レ
ート（ＰＨＹ／ＭＡＣレート）を有するパケットに対してより低い最大リトライ制限を設
定することと、を含むことができる。。各ＱｏＳターゲットは、識別されたチャネルアク
セスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいた１つまたは複数のチャネ
ルアクセスまたは送信パラメータの適応に対応し得る。これら識別されたチャネルアクセ
スパラメータまたは以前使用された送信パラメータは、ＳＴＡ、業界規格、あるいは識別
された（以前に適応されているものも含む）チャネルアクセスパラメータまたは送信パラ
メータとして使用された履歴または過去の値によって設定されたチャネルアクセスパラメ
ータを含み得る。
【００３１】
　[0040]　特定の実施形態では、チャネルアクセスまたは送信パラメータは、ある特定の
好ましいトラフィック（この好ましいトラフィックに関連付けられた識別されたチャネル
アクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づく）に、他の好ましくな
いトラフィックよりも送られるより大きなチャンスを許可することによって、特定のサー
ビス品質（ＱｏＳ）ターゲットを達成するために、識別されたチャネルアクセスパラメー
タまたは以前使用された送信パラメータに基づいて動的に適応され得る。例えば、好まし
いトラフィックを送信する局は、パケットを送る前に、平均で、好ましくないトラフィッ
クを送信する別の局よりも短い時間待ち得る。動的に適応されたチャネルアクセスまたは
送信パラメータは、異なるコンテンションウィンドウ（ＣＷ）、異なる仲裁フレーム間ス
ペース（ＡＩＦＳ）値、ＣＣＡ閾値レベル、伝送電力または再送リミットを、好ましいト
ラフィックのための適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータとして定義するこ
とによって、好ましくないトラフィックに対する好ましいトラフィックのための異なるト
リートメントを可能し得、ここでは、好ましいトラフィックは、関連付けられた識別され
たチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータによって識別され得
る。
【００３２】
　[0041]　ある特定の実施形態では、特定の優先度値によって設定されたチャネルアクセ
スパラメータで送信されるようにデータが割り当てられる順序は待ち行列によって表され
得る。待ち行列では、より早くに送信されるように割り当てられるデータは、後の時間に
送信されるように割り当てられるデータに対して、待ち行列で前方にある。特定の実施形
態では、待ち行列内の異なるパケットは、その待ち行列内の他のパケットに対して、異な
る優先度値に関連付けられ得、および／または、送信のための異なるチャネルアクセスま
たは送信パラメータが適応され得る。データがまさに送られようとしているとき、それは
、待ち行列のヘッドにあると称され得る。ある特定の実施形態では、ルールは、待ち行列
のヘッドにあるパケットあたりに、時間のインターバルあたりに、または、ＳＴＡに適用
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されるルールがＡＰによって更新されるまで、を含む（がそれに限定されない）、データ
送信の任意のインターバル中に特定のサービス品質（ＱｏＳ）ターゲットを達成するため
に、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づ
いてチャネルアクセスまたは送信パラメータがどのようにして動的に適応され得るのかを
指示し得る。
【００３３】
　[0042]　ある特定の実施形態では、仲裁フレーム間スペースナンバ（ＡＩＦＳＮ）値は
、関連付けられた優先度値にしたがって調整され得る。ＡＩＦＳＮ値は、パケットを送信
してから次を送信するまでの間局が待つこととなる時間期間の短縮または拡張を定義する
。より短い待ち期間期間は、メッセージが、より高い確率で低いレイテンシで送信される
ことを可能にし、これは、メディアデータ（例えば、音声データ、ビデオデータ、または
ストリーミングデータ）のような、遅延クリティカルデータにとっての懸念事項である。
【００３４】
　[0043]　チャネルへのコンテンションのないアクセスの期間は、送信機会（ＴＸＯＰ）
（例えば、送信機会）である。ＴＸＯＰは、特定の送信の持続時間がＴＸＯＰの最大持続
時間、ＴＸＯＰリミットとも呼ばれる、を超えない限り、局ができる限り多くのパケット
を送り得る境界のある時間インターバルである。それによって、ＴＸＯＰは、関連付けら
れたＴＸＯＰリミット未満である。特定の送信がＴＸＯＰリミットを超えると、送信は、
ＴＸＯＰの最大持続時間を超えない複数の送信へと分割され得る。ＴＸＯＰの使用により
、レガシＩＥＥＥ８０２.１１分散協調関数（ＤＣＦ）媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ネッ
トワークにおいて発生し得る、低いレートの局が過度のチャネル時間量を要求するという
問題が軽減される。ゼロ（０）というＴＸＯＰリミットの時間インターバルは、局が、単
一のＭＡＣサービスデータユニット（ＭＳＤＵ）またはＭＡＣ管理プロトコルデータユニ
ット（ＭＭＰＤＵ）に限定されることを示す。
【００３５】
　[0044]　特定の実施形態では、ＴＸＯＰリミット（例えば、送信機会）は、ＩＥＥＥ８
０２.１１ａｈに準拠したネットワークにおいて使用される複数の優先度値について定義
され得る。例えば、特定の優先度値のためのＴＸＯＰリミット値は、略（例えば、±２０
％）十五．六（１５．６）ミリ秒として定義され得、これは、局が１つのパケットを送る
ことを可能にするだろう（例えば、毎秒百五十（１５０）キロバイト（ｋｂｐｓ）で二百
五十六（２５６）バイト）。別の優先度値についてのＴＸＯＰリミット値は、優先度を定
義するためにルールにおいて使用されるＴＸＯＰリミット値に適応される十（１０）とい
うスケーリング係数に基づいて定義され得る。さらなる例として、最低優先度値について
のＴＸＯＰリミット値は、ゼロ（０）と定義され得る。
【００３６】
　[0045]　それによって、動的に適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータは、
チャネルアクセスパラメータに基づいて異なる優先度値を割り当てる異なるＱｏＳターゲ
ットにしたがって特定され得る。特定の実施形態では、優先度値は、異なる優先度値に対
する対応するコンテンションウィンドウ最小（ＣＷｍｉｎ）値、対応するコンテンション
ウィンドウ最大（ＣＷｍａｘ）値、および、仲裁フレーム間スペースナンバ（ＡＩＦＳＮ
）値のようなチャネルアクセスまたは送信パラメータを定義し得る。特定の実施形態では
、ＣＷｍｉｎ値、ＣＷｍａｘ値、およびＡＩＦＳＮ値は、静的な値であり得るが、他の実
施形態では、ＣＷｍｉｎ値、ＣＷｍａｘ値、およびＡＩＦＳＮ値は、ルールにしたがって
局によって決定された識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信
パラメータに依存して動的な値であり得る。
【００３７】
　[0046]　図１Ａは、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システム１００の例を
例示する。ワイヤレス通信システム１００は、例えば、８０２.１１ａｈ規格のような、
ワイヤレス規格に準じて動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＡＰ１０４を含
み得、それはＳＴＡ１０６と通信する。



(14) JP 2016-528795 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

【００３８】
　[0047]　動作中、ＡＰ１０４は、接続ルーチン（例えば、ＩＥＥＥ８０２.１１ａｈに
準拠した接続ルーチン）を使用する１つまたは複数のＳＴＡ１０６と通信を確立すること
ができる。ＡＰ１０４に接続された時点で、ＳＴＡ１０６は、各々、各ＳＴＡ１０６に記
憶されたアクセス制御データに少なくとも部分的に基づいてＡＰ１０４にデータを送信し
得る。データは、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラ
メータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータをどのように
して適応させるかを特定することができる。
【００３９】
　[0048]　様々なプロセスおよび方法が、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６と間のワイヤレス通
信システム１００において送信のために使用され得る。例えば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡ技法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６の間で送受信され得る。この場合に
は、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれ得る。代
替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法にしたがって、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６の間で送受信さ
れ得る。この場合には、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得
る。
【００４０】
　[0049]　ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数ヘの送信を容易にする通
信リンクは、ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれ得、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは
複数からＡＰ１０４への送信を容易にする通信リンクは、アップリンク（ＵＬ）１１０と
呼ばれ得る。代替的に、ダウンリンク１０８は、順方向リンクまたは順方向チャネルと呼
ばれ得、アップリンク１１０は、逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれ得る。
【００４１】
　[0050]　ＡＰ１０４は、基地局として機能し、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２に
おいてワイヤレス通信カバレッジを提供し得る。ＡＰ１０４は、通信のためにＡＰ１０４
を使用するＡＰ１０４に関連付けられたＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（Ｂ
ＳＳ）と呼ばれ得る。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０４を有さない可能
性があるが、むしろＳＴＡ１０６間のピア・ツー・ピアネットワークとして機能し得るこ
とに留意されたい。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的に、
ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって行われ得る。
【００４２】
　[0051]　ＳＴＡ１０６は、タイプが限定されておらず、多種多様なＳＴＡを含み得る。
例えば、図１Ａに例示されるように、ＳＴＡ１０６は、ほんの数例を挙げると、セルラ電
話１０６ａ、テレビ１０６ｂ、ラップトップ１０６ｃ、および多数のセンサ１０６ｄ－ｆ
（例えば、気象センサまたはワイヤレスプロトコルを使用して通信することが可能な他の
センサ）を含み得る。
【００４３】
　[0052]　図１Ｂは、ある実施形態に係る、図１Ａの様々な構成要素を例示するブロック
図である。ブロック図はまた、ネットワークを通して通信状態にあるＡＰ１０４およびＳ
ＴＡ１０６を含む。ＡＰ１０４は、プロセッサ１５０およびメモリ１５６を含む。プロセ
ッサ１５０は、メッセージ生成プロセッサ１５２およびルール情報生成プロセッサ１５４
として構成された構成要素を有する汎用プロセッサであり得る。メッセージ生成プロセッ
サ１５２は、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメー
タに基づいてチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを識別す
る情報を含むメッセージを生成するように構成され得る。このルールは、複数のルールの
うちの１つであり得、これらルールの各々は、識別されたチャネルアクセスパラメータに
基づいて通信パラメータ（例えば、チャネルアクセスパラメータまたは送信パラメータ）
の値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複数のルールの各々は、ＳＴＡ１０
６とＡＰ１０４との間での通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度を定め得
る。ルール情報生成プロセッサ１５４は、メッセージに含まれるルールを識別する情報を
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生成するように構成され得る。メッセージ生成プロセッサ１５２およびルール情報生成プ
ロセッサ１５４の各々は、アクセスポイント１０４のメモリ１５６に記憶されているルー
ル情報生成データ１５８にアクセスすることができる。ルール情報生成データ１５８は、
ルールを識別する情報の生成を支援するために、ルール情報生成プロセッサ１５４によっ
て使用され得る。例えば、ルール情報生成データ１５８は、ルール情報生成プロセッサ１
５４を使用してサービス品質ターゲットに対応するルールが識別され得るルックアップテ
ーブルの形式であり得る。次いで、ルールを識別する情報は、メッセージ生成プロセッサ
１５２によって生成されたメッセージに含まれ得る。ルールを識別する情報１６４を有す
る、生成されたメッセージ１６０は、ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６に送られ得る。
【００４４】
　[0053]　ある特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６はまた、プロセッサ１６８およびメモ
リ１７４を含み得る。プロセッサ１６８は、ルール識別プロセッサ１７０およびルール適
用プロセッサ１７２として構成された構成要素を有する汎用プロセッサであり得る。ルー
ル識別プロセッサ１７０は、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用され
た送信パラメータに基づいてチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるための
ルールを識別するためにＡＰ１０４からのメッセージを使用するように構成され得る。ル
ール適用プロセッサ１７２は、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用さ
れた送信パラメータに基づいてチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させること
によってルールを適用するように構成され得る。ＳＴＡ１０６のメモリ１７４は、ＡＰ１
０４への送信用のデータおよびルールのセットを含み得る。ルール識別プロセッサ１７０
は、メモリ１７４に記憶されているルールから、メッセージにおいて識別されたチャネル
アクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを識別することができる。ルー
ル適用プロセッサ１７２は、識別されたルールにしたがって、識別されたチャネルアクセ
スパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいてチャネルアクセスまたは送
信パラメータを適応させることによって識別されたルールを適用する。次いで、メモリに
記憶されているデータ１７８が、適応されたチャネルアクセスまたは送信パラメータでデ
ータ１６２として送られ得る。
【００４５】
　[0054]　図２Ａは、ある実施形態に係る、図１Ｂに例示されたＡＰにおいて利用され得
る様々な追加の構成要素を例示する。同様に、図２Ｂは、ある実施形態に係る、図１Ｂに
例示されたＳＴＡにおいて利用され得る様々な追加の構成要素を例示する。ＡＰ２５０ま
たはＳＴＡ２６０は、それぞれのＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０の動作を制御するプロセ
ッサ２０４Ａ、２０４Ｂを含み得る。プロセッサ２０４Ａ、２０４Ｂは、中央処理ユニッ
ト（ＣＰＵ）とも呼ばれ得る。図１Ｂで上述したように、アクセスポイント２５０内のプ
ロセッサ２０４Ａは、メッセージ生成プロセッサ２５２およびルール情報生成プロセッサ
２５４として構成された構成要素を有する汎用プロセッサであり得る。同様に、図１Ｂに
上述したように、ＳＴＡ２６０内のプロセッサ２０４Ｂは、ルール識別プロセッサ２６２
およびルール適用プロセッサ２６４として構成された構成要素を有する汎用プロセッサで
あり得る。プロセッサ２０４Ａ、２０４Ｂは、１つまたは複数のプロセッサで実装される
処理システムの構成要素であり得るか、またはそれを備え得る。１つまたは複数のプロセ
ッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプロセッサ
（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理
デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステートマシン、ゲート論理、ディスクリート（di
screte）ハードウェア構成要素、専用ハードウェア有限ステートマシン、あるいは情報の
算出または他の操作を行い得る任意の他の適切なエンティティの任意の組み合わせで実装
され得る。
【００４６】
　[0055]　読取専用メモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を
含み得るメモリ２０６Ａ、２０６Ｂは、プロセッサ２０４Ａ、２０４Ｂに命令およびデー
タを提供する。メモリ２０６Ａ、２０６Ｂの一部はまた、不揮発性ランダムアクセスメモ
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リ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。プロセッサ２０４Ａ、２０４Ｂは、メモリ２０６Ａ、２０
６Ｂ内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算および算術演算を典型的に行う
。メモリ２０６Ａ、２０６Ｂ内の命令は、本明細書で説明される方法を実装するために実
行可能であり得る。図１Ｂにおいて上述したように、メモリ２０６Ａ、２０６Ｂは、ＡＰ
２５０に実装されるときにはルール情報生成データ２５６を、ＳＴＡ２６０に実装される
ときにはルール２６６およびデータ２６８を含み得る。
【００４７】
　[0056]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語と呼ばれようと、または任意の他の言語で呼ばれようと、任意のタイ
プの命令を意味するように広く解釈されるものとする。命令は、コード（例えば、ソース
コードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、また
は任コードの意の他の適切なフォーマットにおいて）を含み得る。これら命令は、１つま
たは複数のプロセッサによって実行されると、本明細書で説明される様々な機能を行うこ
とを処理システムに行わせる。
【００４８】
　[0057]　ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０はまた、ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０とリモ
ートロケーションとの間でのデータの送信および受信を可能にするために、送信機２１０
Ａ、２１０Ｂおよび受信機２１２Ａ、２１２Ｂを含み得る。さらに、送信機２１０Ａ、２
１０Ｂおよび受信機２１２Ａ、２１２Ｂは、ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０とリモートロ
ケーションとの間での、セットアップおよび／または構成パケットまたはフレームの送信
および受信を可能にするように構成され得る。送信機２１０Ａ、２１０Ｂおよび受信機２
１２Ａ、２１２Ｂは、トランシーバ２１４Ａ、２１４Ｂへと組み合わせられ得る。アンテ
ナ２１６Ａ、２１６Ｂは、ハウジング２０８Ａ，２０８Ｂに取り付けられ得、トランシー
バ２１４Ａ、２１４Ｂに電気的に結合される。代替的または追加的に、ＡＰ２５０または
ＳＴＡ２６０は、ハウジング２０８Ａ、２０８Ｂの一部として形成されたアンテナ２１６
Ａ、２１６Ｂを含み得るか、または内部アンテナであり得る。ＡＰ２５０またはＳＴＡ２
６０はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数の
アンテナ（示されない）を含み得る。
【００４９】
　[0058]　ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０はまた、トランシーバ２１４Ａ、２１４Ｂによ
って受信される信号のレベルを検出および定量化しようと努力する過程で使用され得る信
号検出器２１８Ａ、２１８Ｂを含み得る。信号検出器２１８Ａ、２１８Ｂは、このような
信号を、総エネルギ、シンボルに対するサブキャリアあたりのエネルギ、電力スペクトル
密度、および他の信号として検出し得る。ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０はまた、信号を
処理する際に使用されるデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）２２０Ａ、２２０Ｂを含
み得得る。ＤＳＰ２２０Ａ、２２０Ｂは、送信用のデータユニットを生成するように構成
され得る。いくつかの態様では、データユニットは、物理レイヤデータユニット（ＰＰＤ
Ｕ）を備え得る。いくつかの態様では、ＰＰＤＵは、パケットまたはフレームと呼ばれる
。
【００５０】
　[0059]　ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０は、いくつかの態様では、ユーザインターフェ
ース２２２Ａ、２２２Ｂをさらに備え得る。ユーザインターフェース２２２Ａ、２２２Ｂ
は、キーパッド、マイクロフォン、スピーカ、および／またはディスプレイを備え得る。
ユーザインターフェース２２２Ａ、２２２Ｂは、ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０のユーザ
に情報を伝えるおよび／またはユーザからの入力を受信する任意の要素または構成要素を
含み得る。
【００５１】
　[0060]　ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０は、選択的なクリアチャネルアセスメント（Ｃ
ＣＡ）モジュール２２８Ａ、２２８Ｂをさらに備え得る。選択的なＣＣＡモジュール２２
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８Ａ、２２８Ｂは、１つまたは複数のパラメータに基づいてＡＰ２５０またはＳＴＡ２６
０のためにクリアチャネルアセスメントを行う任意の要素または構成要素を含み得る。パ
ラメータは、伝送電力、伝送帯域幅、および／またはエネルギ検出閾値を含み得る。
【００５２】
　[0061]　ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０の様々な構成要素は、ハウジング２０８Ａ、２
０８Ｂ内にハウジングされ得る。さらに、ＡＰ２５０またはＳＴＡ２６０の様々な構成要
素は、バスシステム２２６Ａ、２２６Ｂによって互いに結合され得る。バスシステム２２
６Ａ、２２６Ｂは、データバスを含むだけでなく、そのデータバスに加え、例えば、電力
バス、制御信号バス、および状態信号バスを含み得る。当業者は、ＡＰ２５０またはＳＴ
Ａ２６０の構成要素が互いに結合され得ること、あるいは、何らかの他のメカニズムを使
用して互いに入力を受諾または提供し得ること、を認識するだろう。
【００５３】
　[0062]　多数の別個の構成要素が図２Ａおよび２Ｂには例示されているが、当業者は、
これら構成要素のうちの１つまたは複数が組み合わせられるかまたは概して実装され得る
ことを認識するだろう。例えば、プロセッサ２０４Ａ、２０４Ｂは、プロセッサ２０４Ａ
、２０４Ｂに関して上述された機能を実装するのみならず、信号検出器２１８Ａ、２１８
Ｂおよび／またはＤＳＰ２２０Ａ、２２０Ｂに関して上述された機能を実装するためにも
使用され得る。さらに、図２Ａおよび２Ｂに例示される構成要素の各々は、複数の別個の
要素を使用して実装され得る。
【００５４】
　[0063]　ある特定の実施形態では、ＡＰ１０４は、識別されたチャネルアクセスパラメ
ータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセス
または送信パラメータを適応させるためのルールを識別することができる。ルールは、識
別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１
つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータをどのようにして適応させるかを
詳述する式、表関係、または式の表関係の形式であり得る。ルールは、ＡＰ１０４からＳ
ＴＡ１０６に送られ得る。ルールは、ＱｏＳターゲットを反映し得る。
【００５５】
　[0064]　図２Ａおよび２Ｂに関して上述したように、ＡＰ２５０は、１つまたは複数の
プロセッサおよび１つまたは複数のメモリを含み得る。例えば、ＡＰ２５０は、識別され
たチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまた
は複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールの識別子を記
憶するメモリを含み得る。メモリはまた、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは
以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信
パラメータを適応させるためのルールを識別するメッセージをＳＴＡ２６０に送信するた
めの様々な機能を行うためにプロセッサ（１つまたは複数）によって実行可能な命令を記
憶し得る。
【００５６】
　[0065]　ある実施形態に係る、ルールを有するメッセージを送信するためのプロセスを
例示するフローチャートが図３に例示される。プロセス３００は、図１Ａに例示されたＡ
Ｐ１０４によって行われ得る。状態３０２において、複数のルールのうちの１つのルール
を識別するメッセージがＡＰ１０４によって生成され、複数のルールの各々は、識別され
たチャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータ（すなわち、チャネルアクセス
または送信パラメータ）の値を適応させるためのプロセスを定義する。また、複数のルー
ルの各々は、ＡＰ１０４との通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度を定め
得る。ある特定の実施形態では、ＡＰ１０４によって生成されたメッセージは、識別され
たチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまた
は複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを識別する情
報を含み得る。次に、状態３０４において、生成されたメッセージが、ＡＰ１０４からＳ
ＴＡ１０６に送信される３０４。
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【００５７】
　[0066]　ある特定の実施形態では、ＡＰ１０４は、識別されたチャネルアクセスパラメ
ータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセス
または送信パラメータを適応させるためのルールを識別する情報を含むメッセージを生成
するための手段を含む。ある特定の実施形態では、ルールを識別する情報を含むメッセー
ジを生成するための手段は、図１Ｂのプロセッサ１５０のようなプロセッサを備え得る。
ＡＰ１０４は、生成されたメッセージを局に送信するための手段をさらに含む。ある特定
の実施形態では、生成されたメッセージを局に送信するための手段は、図２Ａの送信機２
１０Ａのような送信機を備え得る。
【００５８】
　[0067]　ＳＴＡ１０６は、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用され
た送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを
適応させるために、ＳＴＡ１０６が、ＡＰ１０４によって識別されたルールを使用するこ
とを可能にするデータ構造にアクセスすることができる。識別されたチャネルアクセスパ
ラメータまたは以前使用された送信パラメータは、１つまたは複数のチャネルアクセスま
たは送信パラメータを適応させるための、ＳＴＡの識別されたチャネルアクセスパラメー
タまたは以前使用された送信パラメータに関連付けられた値をとること、等であるがそれ
らに限定されない、によって、ＳＴＡにおいて適応される。ＳＴＡ１０６にとってアクセ
ス可能なデータ構造は、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送
信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータをどの
ようにして適応させるかを詳述する式、表関係、または式の表関係の形式である、識別さ
れたルールを含み得る。データ構造は、ＳＴＡ１０６に関連付けられたメモリにおいて、
または、ネットワークを通して別のデバイス（別のＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４である
がそれらに限定されない）からＳＴＡ１０６が取り出すことによって、ＳＴＡ１０６にと
ってアクセス可能である。
【００５９】
　[0068]　ある実施形態に係る、１つまたは複数の適応されたチャネルアクセスまたは送
信パラメータを使用してデータを送信するためのプロセスを例示するフローチャートが図
４に例示される。プロセス４００は、図１ＡのＳＴＡ１０６によって行われ得る。状態４
０２において、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通信パラメータ（すな
わち、チャネルアクセスパラメータまたは送信パラメータ）の値を適応させるためのプロ
セスを各々定義する複数のルールのうちの１つのルールを識別するメッセージが受信され
る。また、複数のルールの各々は、ＳＴＡ１０６からＡＰ１０４への通信に関する特定の
サービス品質および特定の優先度を定め得る。ある特定の実施形態では、メッセージは、
識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて
１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを識
別する情報を含み得る。次いで、状態４０４において、ＳＴＡ１０６は、複数のルールの
うち識別された１つにしたがって、識別されたチャネルアクセスパラメータに基づいて通
信パラメータの値を適応させ得る。ある特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６は、識別され
たチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまた
は複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させることによって、通信パラメ
ータの値を適応させ得る。次いで、状態４０６において、ＳＴＡ１０６は、適応された通
信パラメータの値を使用してデータのパケットを送信する。
【００６０】
　[0069]　ある特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６は、識別されたチャネルアクセスパラ
メータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセ
スまたは送信パラメータを適応させるためのルールを識別する情報を含むメッセージを受
信するための手段を含む。ある特定の実施形態では、受信するための手段は、図２Ｂの受
信機２１２Ｂのような受信機を備え得る。ＳＴＡ１０６は、識別されたチャネルアクセス
パラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルア
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クセスまたは送信パラメータを適応させるためにルールを適用するための手段をさらに含
み得る。ある特定の実施形態では、ルールを適用させるための手段は、図１Ｂのプロセッ
サ１６８のようなプロセッサを備え得る。ＳＴＡ１０６は、１つまたは複数の適応された
チャネルアクセスまたは送信パラメータを使用してデータを送信するための手段をさらに
含む。ある特定の実施形態では、データを送信するための手段は、図２Ｂの送信機２１０
Ｂのような送信機を備え得る。
【００６１】
　[0070]　ある特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６にとってアクセス可能なデータ構造は
、ＡＰ１０４または業界規格によって特定されたＱｏＳターゲットによって指示されるよ
うな、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに、
優先度値を関連させるための１つまたは複数のルールを定義することができる。次いで、
優先度値は、ＳＴＡ１０６からＡＰ１０４にデータを送信する際に使用される１つまたは
複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるために利用され得る。一実施
形態では、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータ
は、ＳＴＡ１０６タイプ（例えば、センサ、非センサ、バッテリ動作型、主体動作型、等
）、特定のグループのメンバーシップ、トラフィックのタイプ、または他の基準に依存し
て、異なるＳＴＡが異なるチャネルアクセスパラメータを使用し得るため、ＳＴＡ１０６
によって決定される。特定の実施形態では、各ＳＴＡ１０６タイプまたはグループに関連
付けられた（または、他の基準に基づいた）異なる識別されたチャネルアクセスパラメー
タまたは以前使用された送信パラメータの値が、業界規格（例えば、ＩＥＥＥ８０２.１
１ａｈ）で定義され得、その業界規格に準拠したすべてのＳＴＡによって知られ得る。次
いで、これらチャネルアクセスパラメータは、ＡＰ１０４によって定められるルールに基
づいて適応され得る。
【００６２】
　[0071]　ある実施形態に係る、チャネルアクセスパラメータを優先度値に関連付けるた
めに使用されるデータ構造５００が図５Ａに例示される。データ構造５００は、表の形式
であり、ＳＴＡのメモリ内の、図１ＡのＳＴＡ１０６にとってアクセス可能な関係データ
ベースに記憶され得る。データ構造５００は、インデックス５０２、ＱｏＳターゲット５
０４、およびインデックスまたはＱｏＳターゲットに関連付けられたルール５０６を示す
様々な列を含む。ある特定の実施形態では、ルールを識別する情報は、インデックス５０
２、ＱｏＳターゲット５０４、または、ルール５０６のうちの１つを識別するために使用
され得る任意の他のタイプの情報の値であり得る。ルールの各々は、通信パラメータ（す
なわち、チャネルアクセスパラメータまたは送信パラメータ）の値を適応させるためのプ
ロセスの一環として、優先度値と少なくとも１つの識別されたチャネルアクセスパラメー
タまたは以前使用された送信パラメータとの関係を特定する。また、ルールの各々は、Ｓ
ＴＡ１０６からの通信に関する特定のサービス品質および特定の優先度を定める。データ
構造５００は、ある特定の実施形態では、データ構造５００が単にＱｏＳをルールと、イ
ンデックスをルールと、または任意の他の識別子（または、識別子として使用され得る任
意の情報）をルールと関連させるため、インデックスまたはＱｏＳターゲットの両方を含
む必要があるけではない。データ構造５００は、「ｎ」というインデックス値およびＱｏ
Ｓターゲット値で示されるように任意の数のルールを含むことができる。例示される実施
形態では、ルールは、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信
パラメータに基づいて優先度値を設定するためにプロセッサによって使用され得る。例え
ば、これに限定されないが、優先度値は、優先度値＝ＴＸＯＰ制限値である、上述の式（
１）または式（２）により設定され、あるいは、優先度値＝ＣＷｍａｘ－ＣＷｍｉｎであ
る。、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータと優
先度値との特定の関係が本明細書で説明されるが、異なる実施形態にしたがって、識別さ
れたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータと優先度値との任
意の関係が利用され得る。
【００６３】
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　[0072]　特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６にとってアクセス可能なデータ構造５００
は、ＡＰ１０４または業界規格によって特定される優先度値にしたがって、１つまたは複
数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるための１つまたは複数のルール
を定義することができる。優先度値は、優先度値が大きいとき、優先度がより低いときと
比べて、局からのデータがＡＰ１０４に送られる可能性が高くなるように、１つまたは複
数のチャネルアクセスまたは送信パラメータの適応に関連させられ得る。
【００６４】
　[0073]　ある実施形態に係る、優先度値を適応セッティングに関連付けるために使用さ
れるデータ構造５５０が図５Ｂに例示される。データ構造５５０は、表の形式であり、Ｓ
ＴＡのメモリ内の、図１ＡのＳＴＡ１０６にとってアクセス可能な関係データベースに記
憶され得る。データ構造５５０は、優先度値５５２と、識別されたチャネルアクセスパラ
メータまたは以前使用された送信パラメータから確立された優先度値に基づいてチャネル
アクセスまたは送信パラメータを適応させるための適応セッティング５５４とを示す列を
含む。データ構造５５０は、「ｎ」という優先度値で示されるように任意の数の優先度値
／適応セッティングを含むことができる。ある特定の実施形態では、優先度値は、低い優
先度値（「０」であるがそれに限定されない）から、任意の値「ｎ」に設定された任意の
値までの複数の値の連続スペクトルであり得る。それによって、適応セッティングは、チ
ャネルアクセスまたは送信パラメータを、値の連続スペクトルに関連させ得る。特定の実
施形態では、優先度値は、ディスクリート優先度値レベルの限定数（整数であるがそれら
に限定されない）にスケーリングされ得る。それによって、チャネルアクセスまたは送信
パラメータを適応させるための関連させられた適応セッティングもまた、チャネルアクセ
スまたは送信パラメータを適応させるための限定数のセッティングに設定され得る。チャ
ネルアクセスまたは送信パラメータのための適応セッティングと優先度値との特定の関係
が本明細書では説明されるが、異なる実施形態にしたがって、適応セッティングと優先度
値との任意の関係が利用され得る。
【００６５】
　[0074]　ある実施形態に係る、サービス品質ターゲットに基づいて、適応されたチャネ
ルアクセスまたは送信パラメータでデータを送信するためのプロセスを例示するフローチ
ャートが図６に例示される。プロセス６００は、図１ＡのＳＴＡ１０６によって行われ得
る。状態６０２において、ＱｏＳターゲットに基づいたルールが決定される。ＱｏＳター
ゲットは、ＡＰ１０４から受信されたメッセージから識別され得る。次に、状態６０４に
おいて、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータが
ＳＴＡによって決定される６０４。識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使
用された送信パラメータは、業界規格および／またはＳＴＡ１０６（ＳＴＡ１０６のタイ
プまたはＳＴＡの対象動作等であるがそれらに限定されない）等であるがそれらに限定さ
れない任意の基準に基づいて決定され得る。次に、状態６０６において、優先度値が、こ
のルールを利用して決定される。ルールは、優先度値と少なくとも１つの識別されたチャ
ネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータとの関係を設定することが
できる。次に、状態６０８において、適応セッティングが、決定された優先度値に基づい
て決定される。次に、状態６１０において、適応セッティングに基づいて設定されたチャ
ネルアクセスまたは送信パラメータを使用してデータが送信される。
【００６６】
　[0075]　ある特定の実施形態では、ルールを識別するメッセージが、ビーコンフレーム
で、アソシエーション応答で、プローブ応答で、管理フレームを通じた動作中に、または
情報エレメントを用いて、等であるがそれらに限定されない任意の形式の通信でＡＰ１０
４からＳＴＡ１０６に送られ得る。
【００６７】
　[0076]　特定の実施形態では、メッセージは、インデックスか、あるいはルールまたは
関連付けられたルールを有するＱｏＳターゲットを識別する他の識別子を符号化するフィ
ールドから構成され得る。特定の実施形態では、メッセージは、１つまたは複数の、ＳＴ
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ＡのグループまたはＳＴＡのタイプについてであり得る。ルールの識別子は、新しいフィ
ールドとしてビーコンフレームに含まれ得るか、ＥＤＣＡパラメータセットＩＥに含まれ
得る。別の実施形態では、新しい情報エレメントは、ＳＴＡの各々、またはＳＴＡのタイ
プ、またはＳＴＡのグループのうちの１つまたは複数に対して、識別されたチャネルアク
セスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネ
ルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを記憶するよに定義され得る
。これらＥＤＣＡパラメータセットＩＥのうちの１つまたは複数は、ビーコンに含まれ得
るか、または、アソシエーション／再アソシエーション中に（例えば、アソシエーション
／再アソシエーション応答メッセージにおいて）送られ得る。ゆえに、異なるＳＴＡまた
はＳＴＡのグループまたはＳＴＡのタイプは、識別されたチャネルアクセスパラメータま
たは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは
送信パラメータを適応させるための異なるルールを有し得る。
【００６８】
　[0077]　一実施形態では、各ＳＴＡ、すなわちＳＴＡのグループまたはＳＴＡのタイプ
は、所与の時間インターバル内だけで、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以
前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パ
ラメータを適応させるためのルールを使用し得る。一実施形態では、１つまたは複数のチ
ャネルアクセスに適合するルール、または識別されたチャネルアクセスパラメータまたは
従前に使用された送信パラメータに基づく送信パラメータが、各ＳＴＡ、または複数ＳＴ
Ａのグループ、または複数のＳＴＡのタイプに関して設定され、または、アソシエーショ
ンの期間に、ビーコン内で使用され、表示することができ、または、複数のビーコンとし
てあらかじめ定義することができ、またはアップリンクアクセスのときにある時間期間に
制限することができる、時間期間が許可される。別の実施形態では、ある特定のタイプの
ＳＴＡは、識別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータ
に基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるための
同じルールを使用して動作し得る。
【００６９】
　[0078]　一実施形態では、ＳＴＡ１０６は、識別されたチャネルアクセスパラメータま
たは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセスまたは
送信パラメータを適応させためのルールをＡＰ１０４に要求し得る。例えば、ＳＴＡ１０
６は、ある特定のＱｏＳターゲット内で動作する許可（allowance）を要求しているだろ
う。ＡＰ１０４は、この要求を、承認（grant）、拒否、または修正することができる。
ある特定の実施形態では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４によってアドバタイズされたよう
に特定のＱｏＳターゲットでアクセスが許可されることを要求し得る。ＡＰ１０４は、要
求するＳＴＡ１０６を含むようにそのＱｏＳターゲットを有するグループを修正すること
、あるいは、特定のＱｏＳターゲットを有するグループに関連付けられるようにＳＴＡ１
０６のアソシエーションを変更することのいずれかを行うことができる。
【００７０】
　[0079]　特定の実施形態では、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６に、すなわちＳＴＡ１０６
のグループにまたは１つまたは複数のタイプのＳＴＡ１０６に、１つまたは複数の拡張分
散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ）パラメータセット情報エレメント（ＩＥ）において、識
別されたチャネルアクセスパラメータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１
つまたは複数のチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させるためのルールを連続
的に示し得る。１つまたは複数のＥＤＣＡパラメータセットＩＥは、アソシエーション／
再アソシエーション中に（例えば、アソシエーション／再アソシエーション応答メッセー
ジ内のデータとして）送られ得るか、または、ビーコンフレームに含まれ得る。一実施形
態では、ＥＤＣＡパラメータセットＩＥは、ＩＥＥＥ８０２.１１規格で定義され得る。
別の実施形態では、ＥＤＣＡパラメータセットＩＥは、ＳＴＡ１０６の各グループまたは
ＳＴＡ１０６のタイプに対して１つまたは複数のルールを付加することによって、ＩＥＥ
Ｅ８０２.１１規格によって定義されているものから拡張される。
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【００７１】
　[0080]　図７のシステムのアクセスポイントと局との間の通信のプロセスを例示するタ
イミング図７００が、ある実施形態にしたがって図１Ａに例示される。プロセスは、図１
ＡのＳＴＡ１０６またはＡＰ１０４によって行われることができる。プロセスは、ＳＴＡ
１０６が、ＡＰ１０４からのＱｏＳターゲットを要求すること（７０６）を含む。ＳＴＡ
１０６は、デフォルトではＡＰ１０４との接続に応じて、または、特定のＱｏＳターゲッ
トが保証されることをＳＴＡ１０６が決定したとき、を含む任意の方法でＱｏＳターゲッ
トを要求することができる。次いで、ＡＰ１０４は、識別されたチャネルアクセスパラメ
ータまたは以前使用された送信パラメータに基づいて１つまたは複数のチャネルアクセス
または送信パラメータを適応させるルールを識別するメッセージをＳＴＡ１０６に送るこ
とができる（７０８）。ルールは、ＱｏＳターゲットを達成するために、ＱｏＳターゲッ
トに関連付けられることができる。ルールは、ルール自体を通してＳＴＡ１０６に送るこ
とによってであるか、または、ルールを識別するためにＳＴＡ１０６によって使用され得
るＱｏＳターゲットの識別情報（ＱｏＳターゲットを識別するインデックス値等であるが
それに限定されない）の形式であり得る。ＳＴＡ１０６は、ルールを識別するメッセージ
を利用して、このルールに基づいてチャネルアクセスまたは送信パラメータを適応させる
（７１０）ことができる。ある特定の実施形態では、ルールは、チャネルアクセスパラメ
ータと優先度値との関係を設定することができる。次いで、優先度値は、チャネルアクセ
スまたは送信パラメータの適応に利用され得る。次いで、ＳＴＡ１０６は、適応したチャ
ネルアクセスまたは送信パラメータでデータをＡＰ１０４に送ることができる（７１２）
。
【００７２】
　[0081]　本明細書で使用される場合、「決定すること」という用語は、幅広い動作を包
含する。例えば、「決定すること」は、算出すること、計算すること、処理すること、導
出すること、調査すること、ルックアップすること（例えば、表、データベース、または
別のデータ構造をルックアップすること）、確定すること、等を含み得る。また、「決定
すること」は、受信すること（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例え
ば、メモリにおけるデータにアクセスすること）、等を含み得る。また、「決定すること
」は、解決すること、選択すること、選ぶこと、確立すること、等を含み得る。さらに、
本明細書で使用される場合、「チャネル幅」は、ある特定の態様では、帯域幅を包含し得
るか、または帯域幅とも呼ばれ得る。
【００７３】
　[0082]　本明細書で使用される場合、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」という
表現は、単一のメンバを含む、それらの項目の任意の組み合わせを指す。例として、「ａ
、ｂ、またはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、お
よびａ－ｂ－ｃをカバーすることが意図される。
【００７４】
　[0083]　上記に説明された方法の様々な動作は、様々なハードウェアおよび／またはソ
フトウェアの構成要素（１つまたは複数）、回路、および／またはモジュール（１つまた
は複数）等の、これら動作を行うことが可能な任意の適切な手段によって行われ得る。一
般に、図において例示された任意の動作は、これら動作を行うことが可能な対応する機能
的な手段によって行われ得る。
【００７５】
　[0084]　本開示に関連して説明された実例となる様々な論理ブロック、モジュール、回
路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラ
マブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディス
クリートハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明された機能を行うよう設計され
たこれらの任意の組み合わせで実装され得るかまたは行われ得る。汎用プロセッサはマイ
クロプロセッサであり得るが、代替的に、プロセッサは任意の市販のプロセッサ、コント
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ローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、
コンピューティングデバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッ
サ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに連結した１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、あるいは任意の他のそのような構成との組み合わせとして実装され得る。
【００７６】
　[0085]　１つまたは複数の例では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実装され得る。ソフトウェアで実装
される場合、これら機能は、コンピュータ可読媒体において、１つまたは複数の命令また
はコードとして、記憶または送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある箇所から別の
箇所へのコンピュータプログラの移送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体およびコン
ピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによりアクセスされることが
できる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、このようなコンピュー
タ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光
ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、デー
タ構造または命令の形式で所望のプログラムコードを記憶または搬送するために使用され
ることができ、かつコンピュータによってアクセスされることができる任意の他の媒体を
備え得る。また、任意の接続は厳密にはコンピュータ可読媒体と称され得る。例えば、ソ
フトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、
電波、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、およびマイク
ロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、デ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディ
スク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録
商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ディスク（disk）は、
通常磁気的にデータを再生し、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを
再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、非一時的なコン
ピュータ可読媒体（例えば、有形媒体）を備え得る。加えて、いくつかの態様では、コン
ピュータ可読媒体は、一時的なコンピュータ可読媒体（例えば、信号またはチャネル）を
備え得る。上記の組み合わせもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００７７】
　[0086]　本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたは動作を備える。方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範
囲から逸脱することなく互いに置き換えられ得る。換言すると、ステップまたは動作の特
定の順序が明記されない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／または
使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく修正され得る。
【００７８】
　[0087]　説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組み合わせにおいて実装されることができる。ソフトウェアで実装される場
合、これら機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令として記憶され得
る。記憶媒体は、コンピュータによりアクセスされることができる任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
または他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプログラ
ムコードを記憶または搬送するために使用されることができ、かつコンピュータによって
アクセスされることができる任意の他の媒体を備え得る。本明細書で使用される場合、デ
ィスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディ
スク、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、およびブ
ルーレイディスクを含み、ディスク（disk）は、通常磁気的にデータを再生し、ディスク



(24) JP 2016-528795 A 2016.9.15

10

20

30

（disc）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
【００７９】
　[0088]　したがって、ある特定の態様は、本明細書で提示された動作を行うためのコン
ピュータプログラム製品を備え得る。例えば、このようなコンピュータプログラム製品は
、命令を記憶（および／または符号化）しているコンピュータ可読媒体を備え得、これら
命令は、本明細書で説明された動作を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実
行可能である。ある特定の態様について、コンピュータプログラム製品は、パッケージン
グ材料を含み得る。
【００８０】
　[0089]　ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体上で送信され得る。例えば、ソフト
ウェアが、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、電波
、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、電波、およびマイクロ波
のようなワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【００８１】
　[0090]　さらに、本明細書で説明された方法および技法を行うためのモジュールおよび
／または他の適切な手段が、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロー
ドされ得ることおよび／または他の方法で取得され得ることは認識されるべきである。例
えば、このようなデバイスは、本明細書で説明された方法を行うための手段の移送を容易
にするためにサーバに結合され得る。代替として、本明細書で説明された様々な方法は、
ユーザ端末および／または基地局が、デバイスへの記憶手段の結合または提供を受けて様
々な方法を取得することができるように、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパク
トディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのような物理記憶媒体、等）を介して提供
され得る。さらに、本明細書で説明された方法および技法をデバイスに提供するための任
意の他の適切な技法が、利用され得る。
【００８２】
　[0091]　特許請求の範囲が上に例示されたとおりの構成および構成要素に限定されない
ことは理解されるべきである。様々な修正、変更、および変形が、本願の特許請求の範囲
から逸脱することなく、上述された方法および装置の構成、動作、および詳細に対してな
され得る。
【００８３】
　[0092]　前述の内容は、本開示の態様を対象とするが、本開示の他のおよびさらなる態
様が、これらの基本的な範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は、以下に示す
特許請求の範囲によって決定される。
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